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＜連絡事項＞

・オムツの補充やゴミ箱内の破棄、吸引瓶の喀痰の破棄等、次の勤務帯に支障が出ないよ

う各勤終了時には確認するようにして下さい。家族様への書類も、申し送りを行い、面

会時に処理出来るようにして下さい。

・レストラン、売店への移動時等、西病棟の患者様は勝手に病棟に上げないで下さい。西病棟より指摘がありました。

＜患者様連絡事項＞

· 山口　富造様～日中、臥床傾向。レストラン移動も再三の声掛けするが動作緩慢にて、

本日夕食から台車へと変更し今後を検討していく事とする。

・内城　弘二様～歩行状態良い為、本日の夕食よりレストランとなります。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつの開放観察実施。開放中はＢユニットを見ている事はあるが、窓を叩く事無く経過。他者交流もみられ、対応は穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつ開放観察実施。奇声を上げ、ホール内を徘徊したり、指に唾をつけガラスになぞり書きをしている。他者トラブルはなく経過。弄便行為はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～終日隔離継続中。要求ごと多く聞かれているが、しつこさはない。妄想様発言はない。易怒性、粗暴行為なく経過している。背部の掻痒感は軽減してきており、疼痛は無くなったと話されている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・河原木　泰志様～終日隔離中。本日、午後2時間の開放観察行っている。食事は拒否無く摂取され、拒薬もなし。粗暴行為なく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・小笠原　ツヤ様～身体拘束中。バイタルサイン異常なく経過。食事、内服薬は口に入れるも吐き出し見られている。ケアに対しての抵抗みられ、複数スタッフで対応。拘束部位の循環障害はなし。引き続き、拘束部位の循環障害の観察を行い、安全に治療が受けられるよう看護介入行っていく。

＜要注目患者様＞
・釜澤　亘様～バイタル異常はなく、朝食は介助にて全量摂取。痰絡みあり、適宜吸引で対応している。酸素流入していたが、マスク外し頻回にあり、酸素飽和度の低下もないため本日10：00で酸素中止となる。以後も酸素飽和度93％で経過している。食事摂取出来ている為、持続点滴も終了となる。体動活発にみられ、日中は車椅子にて過ごされ、見守り要している。引き続き、身体症状の観察を行っていく。

・山口　富造様～食事は時間を要すが全量摂取されている。殆ど臥床して過ごされ、他者交流は見られない。離脱症状なく経過。

・西澤　信様～バイタルサイン異常なし。易怒性、粗暴行為はなく、対応は穏やか。点滴トラブル無し。

・石井　すみ様～体温37.3℃、酸素飽和度96％、9：30より酸素2L/分へ減量、以後も96％前後で経過している。点滴は7/19まで持続となり、両上肢の浮腫みと、排尿量少ないため、本日よりフロセミド（20）1/2A点滴混注の指示となる。痰絡みあり、適宜吸引で対応している。

・百澤　豊子様～体温37.6℃、クーリングで対応している。エプリッチは1口程度で拒否され中断している。他、バイタル異常なく経過。痰絡み、むせ込みもなし。

